
【特別セッション】 
当 該 セ ッ シ ョ ン は 、 参 加 費 無 料 で す 。  

 

場 所 ：  会 場 A（ 4 0 0 講 義 室 ）  

 

◆ 1 0 月 2 8 日 （ 土 ） 1 1： 0 0～ 1 2： 4 0  

【 GI S C A 特 別 セ ッ シ ョ ン  

  「 地 方 創 生 の た め に GI S が で き る こ と 」】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ：  大 伴 真 吾  

国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 に よ る と ， 日 本 の 人 口 は ， 2 0 1 5

年 国 勢 調 査 に よ る 1 億 2 7 0 9 万 人 か ら ， 2 0 6 5 年 に は 8 , 8 0 8 万 人 と

推 計 さ れ ， 高 齢 化 率 は 、 2 0 1 5 年 の 2 6 . 6 %か ら ， 2 0 6 5 年 に は 3 8 . 4 %

へ と 上 昇 す る と の こ と で あ る ． さ ら に 今 日 ， 東 京 の 人 口 一 極 集 中

は と ま る 気 配 が な い ． こ の 傾 向 が 続 け ば ， 地 方 の 人 口 は 減 少 し 続

け る こ と に な り ， 地 方 創 生 は よ り 困 難 に な る と 考 え ら れ る ． そ こ

で ， 今 回 は 「 地 方 創 生 の た め に G I S が で き る こ と 」 を テ ー マ に す

え て ， デ ィ ベ ー ト を 行 う ． 具 体 的 に は ， 以 下 に 示 す 二 つ の 立 場 を

想 定 す る ．  

・ 東 京 へ の 人 口 集 中 を 是 認 し た 上 で ， 地 方 創 生 を 考 え る べ き ． 

・ 東 京 へ の 人 口 集 中 を 抑 制 し ， 地 方 に 人 口 を 分 散 さ せ る べ き ． 

そ し て ， そ れ ぞ れ の 立 場 を と る グ ル ー プ を 作 り ， G I S 技 術 者 の

観 点 で ア イ デ ア を 出 し ， 両 者 で 議 論 を 展 開 す る ．  

 

 

◆ 1 0 月 2 8 日 （ 土 ） 1 4： 0 0～ 1 8： 2 0  

【 多 様 化 す る GI S 教 育  

－ ウ ェ ブ GI S， FO S S 4 G， オ ー プ ン デ ー タ ― 】  

     オ ー ガ ナ イ ザ ー ：  相 尚 寿  

地 理 情 報 シ ス テ ム が 普 及 し ， か つ 多 様 な 空 間 デ ー タ が 廉 価 も し

く は 無 料 で 利 用 で き る 環 境 が 整 備 さ れ つ つ あ る 現 在 ， 多 様 な 場 面

で G I S 関 連 の 教 育 が 実 施 さ れ る よ う に な っ て き た ． そ れ は 必 ず し

も か つ て の 地 理 教 育 の 延 長 と し て 高 機 能 な G I S の 理 論 と 実 践 を 扱

う も の で あ る と は 限 ら ず ， ウ ェ ブ G I S に よ る 情 報 収 集 と 共 有 を 目

指 し た も の ， オ ー プ ン デ ー タ や フ リ ー ソ フ ト の 利 活 用 に 主 眼 を お

い た も の ， ビ ッ グ デ ー タ の 解 析 や 可 視 化 を 行 う も の な ど 多 様 化 し



て い る ． 空 間 情 報 の 収 集 や 表 示 が 行 え る デ バ イ ス も 専 用 ソ フ ト の

入 っ た パ ソ コ ン に 限 ら ず ， タ ブ レ ッ ト や ス マ ー ト フ ォ ン に ま で 拡

大 し て い る ． 本 セ ッ シ ョ ン で は ， 理 学 ， 工 学 ， 人 文 社 会 系 な ど 多

様 な 分 野 の 学 生 を 対 象 に し た G I S 教 育 あ る い は 業 務 内 容 に 特 化 し

た 実 践 力 が 求 め ら れ る 実 務 で の G I S 研 修 の 最 新 動 向 を 共 有 し ， 多

様 な 受 講 者 や 多 様 な 作 業 環 境 の 中 で の G I S 教 育 で い か な る 工 夫 が

行 わ れ て い る か を 探 る ．  

 

 

◆ 1 0 月 2 9 日 （ 日 ） 9： 0 0～ 1 1： 0 0  

【 GI S と AR を 組 み 合 わ せ た 地 理 教 育 】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ：  伊 藤 悟  山 本 佳 世 子  

高 等 学 校 で 2 0 2 2 年 度 以 降 ，必 履 修 科 目 と し て 開 設 さ れ る「 地 理

総 合 」で は ，G I S の 活 用 が よ り 重 要 に な る ．し か し ，G I S の 活 用 に

つ い て ，学 校 現 場 に 不 安 が な い わ け で は な い ．そ こ で ，容 易 に G I S

を 利 用 し ，か つ 効 果 的 な 授 業 が 展 開 で き る 方 法 の １ つ と し て ，G I S

と A R（ 拡 張 現 実 ） 技 術 の 組 み 合 わ せ に 関 心 を 寄 せ 、 本 セ ッ シ ョ ン

で は ， そ の 授 業 実 践 の 試 み や シ ス テ ム 開 発 に つ い て 、 次 の よ う な

報 告 を も と に 意 見 ・ 情 報 交 換 を 行 う ．  

1 )  伊 藤  悟 ， 井 田 仁 康  

 「 地 理 教 育 に お け る A R（ 拡 張 現 実 ） 技 術 の 有 用 性 － 位 置 情 報 型

A R に 焦 点 を あ て て － 」  

2 )  久 島  裕 ， 伊 藤  悟 ， 鵜 川 義 弘 ， 秋 本 弘 章  

 「 G I S と A R を 組 み 合 わ せ た 地 理 教 育 ( 1 )－ 福 井 県 立 武 生 高 等 学

校 で の 実 践 例 － 」  

3 )  大 西 宏 治 ， 秋 本 弘 章 ， 鵜 川 義 弘 ， 伊 藤  悟  

 「 G I S と A R を 組 み 合 わ せ た 地 理 教 育 ( 2 )－ 富 山 高 等 専 門 学 校 射

水 キ ャ ン パ ス で の 実 践 例 － 」  

4 )  秋 本 弘 章  

 「 G I S と A R を 組 み 合 わ せ た 地 理 教 育 ( 3 )－ 獨 協 大 学 の 教 職 課 程

に お け る 教 材 開 発 実 践 － 」  

5 )  鵜 川 義 弘 ， 齋 藤 有 季 ， 伊 藤  悟  

 「 地 理 ・ 環 境 ・ 防 災 教 育 に 使 え る 位 置 情 報 型 A R ア プ リ の 開 発 」 

6 )  山 本 佳 世 子 ， 牧 野 隆 平  

 「 地 理 教 育 に お け る バ ー チ ャ ル 時 空 間 情 報 シ ス テ ム の 利 活 用 」  

 



◆ 1 0 月 2 9 日 （ 日 ） 1 2： 2 0～ 1 4： 0 0  

【 今 後 の 地 域 の 情 報 シ ス テ ム × 

       市 民 ×ま ち づ く り の あ り 方 】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ：  関 本 義 秀  瀬 戸 寿 一  

近 年 ，I o T・ ス マ ー ト シ テ ィ 等 ，技 術 的 に は 様 々 な も の が 出 て い

る が ， 地 方 自 治 体 等 ， 地 域 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー 等 を 巻 き 込 む よ う

な デ ー タ ， シ ス テ ム を 使 っ た 興 味 深 い 取 組 や ， 国 内 外 の ト レ ン ド

は ど の よ う な も の が あ る だ ろ う か ？  以 下 の 対 談 形 式 で 進 め て い

く ．  

「 国 内 外 の シ ビ ッ ク テ ッ ク ・ ス マ ー ト シ テ ィ の 取 組 と 地 方 間 の 連

携 」   大 西 宏 治 （ 富 山 大 ） × 瀬 戸 寿 一 （ 東 京 大 ）  

「 市 民 協 働 型 レ ポ ー ト ち ば レ ポ の 展 開 と 地 域 の I o T」  

蒔 苗 耕 司 （ 宮 城 大 ） × 東 修 作 （ G e o r e p u b l i c  J a p a n ）  

「 都 市 計 画 の 現 場 と ツ ー ル の あ り 方 」  

増 田 聡 （ 東 北 大 ） × 関 本 義 秀 （ 東 京 大 ）  

 

 

 


